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 第 1 章では、国内外における下水熱利用の動向から、我が国において下水熱利用システムの普及
を進めるための課題を示した。 




















った結果、中規模の給湯熱需要にあたる 120kW 以上を下水熱によって賄える施設が 21 施設あり、大
阪市全域の給湯熱需要量の 6%に相当することを明らかにした。 














べく､市内 7 地点のマンホールにおいて 1 年に渡り実測を行っている。管路内の下水の温度および流
量を測定した研究報告は極めて乏しく､本研究によって大阪市内の下水の温度と流量に関する詳細な
実態が明らかにされている。 
 第二の成果として､地理情報システム（GIS）を用いて､下水の排出源である集水域内の建物情報と､
集水域の処理を受け持つ下水管路とを関係づけて分析することにより､管路に沿う任意地点の下水の
温度と流量を推定する方法を提案している。さらに､大阪市の地理情報から作成した推定値を実測値
と比較し､推定精度を検証した結果､既往の研究と比べて推定精度が大きく向上したことを示してい
る。 
 第三の成果として､下水熱利用給湯システムに用いる設備機器の性能近似式を作成し､給湯設備の
システムシミュレーションを行っている。その結果､下水熱利用システムの年間一次エネルギー消費
量はガスボイラシステムに対し 19％､空冷式ヒートポンプシステムに対し 11%削減され､省エネルギ
ー性に優れていることを確認している。 
 第四の成果として､下水温度と流量推定結果を用いて､大阪市域の下水熱賦存量マップをまとめて
いる。また､システムシミュレーションを併用して給湯用に供給可能な熱量を推定することにより､
地域熱供給事業法の適用対象となる加熱能力 21GJ/時以上の熱を供給可能な管路が大阪市内で約
100km 存在することを明らかにしている。 
 以上のように､実測した下水温度と流量に基づいて下水熱賦存量を推定し､下水管路網を活用した
下水熱利用システムの有用性を明らかにした本研究の成果は､都市の低炭素化に向けた下水熱利用の
普及とともに都市環境工学の発展に寄与するところが大きい。 
 よって､本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
